
狛江市 医療的ケア児支援コーディネーター 岩﨑京子

風通しのよい関係性の作り方

取組事例：狛江市
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東京都狛江市

・人口約８万人

・医療的ケア児として把握する人数…１０数名
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ご本人やご家族が地域で安心して生活していくために、
保健・医療・福祉・その他関連分野の機関が連携して作るサポートチームのリーダー

「狛江市医療的ケア児コーディネート事業のご案内」リーフレットより（狛江市福祉保健部高齢障がい課発行）

子供家庭支援センター
保健センター（保健師）

医療的ケア児支援コーディネーターの役割
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「狛江市医療的ケア児コーディネート事業のご案内」リーフレットより（狛江市福祉保健部高齢障がい課発行）

ニーズや成長段階に合わせたサービス、ご相談について、関係機関と調整する役割を担う

医療的ケア児支援コーディネーターの役割

4令和６年度第１回東京都医療的ケア児支援地域協議会資料



保健センター（保健師）

子供家庭支援センター

関係機関との連携の例

出生後…ご家族から個人情報の共有に関する「同意書」を提出

➢病院や保健センターで把握した市内医ケア児に関する情報をコーディネーターへ共有

➢コーディネーターから行政の支援・福祉サービスへつなげる
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・月２回程度、市内４つの相談支援事業所、市の相談支援担当が集まり、
部会（業務連絡会）を実施。
・部会後、事例検討会を実施することも。

相談支援部会の実施

➢各相談窓口が連携することで、個別の事例を地域の課題把握につなげる

➢ 定期的に顔を合わせることで、事業所間・コーディネーター間の風通しを良好に

する

・市の担当と市のコーディネーターとの定例会の場に、相談支援事業所等の
コーディネーターが同席して情報共有（令和６年４月から適時実施中）

コーディネーター間の連携
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